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　本企画の過去の記事を拝読すると留学経験のある
素晴らしい方ばかりで，留学経験がない自分が何を
書けばよいか悩みました。新理事長に就任された加
藤忠史先生のご挨拶からは基礎と臨床をつなぐ研究
をする精神科医が少ないとのお話があり，現在自分
は地方単科医大で助教として臨床・教育に忙殺され
ながらも研究を続けて学術的にも楽しく過ごせてい
ることから，今に至る自分の経験をお話しさせてい
ただくことで研究する精神科医が少しでも増えれば
と今回考えました。
　自分は小学生のときに大人が酔って記憶がなくな
る姿を見聞きすることで記憶がなくなることの不思
議さを感じ，徐々に意識とは何かと考えるようにな
りました。中学生のときに Scientific American日本
版（日経サイエンス）1992 年 11 月号で，フランシ
ス・クリック氏とクリストフ・コッホ氏が科学的手
法で脳を対象に意識を研究することをめざすという
特集を読み，脳科学による意識の研究を志しました。
しかし当時はインターネットもなかったため意識を
研究できる場所がわからず脳科学の一般書を読みな
がら著者に手紙を書き，今ではテレビによく出演さ
れるある先生から医学部での生体での脳研究を強く
勧められ，試験結果などから幸運にも浜松医科大学
に入学しました。しかし大学入学後は部活動に精を
出したことで脳組織が筋組織に置換され，1 年間の
夏休み（留年）をいただくことになりました。その
間だけでも脳研究にかかわりたいと同大学神経生理
学講座の福田敦夫教授にお願いして岡部明仁先生
（現・西南女学院大学教授）のもとでラットの in situ 
hybridization法を学ばせていただきました。小さな
可愛いラットに餌をあげて部屋を掃除して大切に育
てて，最後に脳組織の切片を切り出すという行為に
複雑な感情を抱きながらも，早く脳研究に携われた
充実感から解析を続けて論文の共著者に入れていた
だいたことはよい思い出です 2～ 4）。
　医師免許取得後に基礎研究に進むか臨床医として
働くか悩むなかで母校の精神科が positron emission 

tomography（PET）を用いた生体脳での機能画像
研究が盛んなことを知り，PET研究にかかわりた
いと考えて浜松医科大学精神科に勤務しました。当
時は森則夫先生（前・精神科教授）のもとで武井教
使先生（前・浜松医科大学教授），中村和彦先生（現・
弘前大学教授），須田史郎先生（現・自治医科大学
教授），杉原玄一先生（現・東京医科歯科大学准教授），
土屋賢治先生（現・浜松医科大学教授），松崎秀夫
先生（現・福井大学教授），鈴木勝昭先生（前・浜
松医科大学准教授）が議論される様子に触れて研究
姿勢を学ばせていただきました。その後大学院に進
み，尾内康臣先生（現・浜松医科大学教授）のもと
で PET研究に参加させていただけることになり，
浜松医科大学だけでなく菊知充先生（現・金沢大学
教授）をはじめさまざまな研究をお手伝いさせてい
ただく機会に恵まれました。主に認知症患者を対象
とした PET研究にかかわらせていただくことが多
く，当時はアルツハイマー病やレビー小体型認知症
などの違いも知らずに被験者募集も兼ねて認知症病
棟に勤務しながら必死に勉強していました。PET
研究を通じて，神経細胞のブドウ糖代謝の低下部位
の違いから認知症を鑑別する方法や，アミロイドの
可視化によるアルツハイマー病の早期発見，さらに
ADNIなどの早期介入という，研究結果から臨床応
用へ至る大きな流れを直接感じられたことで研究に
大きな魅力を感じました。さらに，自分の学位論文
で，アルツハイマー病患者においてアミロイド蓄積
に先行してミクログリアが活性化する可能性を
PETで見いだせたことも大きな動機づけとなりま
した 7）。
　臨床研修のため研究を一時中断しましたが，2012
年から浜松医科大学精神科で助教として精神障害患
者に対する PET研究を始める機会をいただきまし
た。大学院時代に検討した活性化ミクログリアの新
規 PETトレーサーの研究を始めましたが代謝物を
動脈血で測定する必要がありました。一般的に動脈
は静脈より深い場所にあり血管壁が厚いため比較的
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太い針を使って採血するため強い痛みを伴います。
若年健常者を募集するため母校の部活から 20 名程
に協力いただいたのですが，自分が針を何度刺して
も嫌な顔せず協力してくれた部員達に出会えて，脳
が筋肉になるほど部活動をして本当によかったと感
じました 9）。浜松医科大学精神科では摂食障害の診
療に力を入れていたことから，次に拒食症患者の主
要症状であるボディイメージの障害と脳内のセロト
ニントランスポーターとの関係を PETを用いて検
討する研究を始めました。拒食症は精神症状のため
に食事を摂れなくなり低体重となる致死的な精神障
害です。BMI 10 程度で動けない状態で入院となる
方も多く，栄養を補って BMI 14 程になってから研
究協力をお願いしていましたが，痩せたいにもかか
わらず体重が増えている状況ではさまざまなことに
拒否的なことが多く，なかなか協力が得られない経
験をしました。精神障害患者を対象とした研究では
学術的重要性も大切ですが，研究参加によって患者
自身に（将来的でもよいので）どんな利点があるか
について十分に説明して理解を得る姿勢や努力が必
要だと痛感しました 10）。また浜松医科大学では
2006 年に子どものこころの発達研究センター，

2009 年に連合小児発達学研究科が設立され，発達
障害の診療と研究に力が注がれて自閉スペクトラム
症の PET研究が報告されました 1，5，6）。そこで自閉
スペクトラム症に次ぐ主要な発達障害である注意欠
如・多動症における活性化ミクログリアとドパミン
D1受容体の関連を検討する PET研究を行う機会に
恵まれました。PET研究ではトレーサーとの相互
作用を避けるために薬を内服していない被験者が望
ましいのですが，注意欠如・多動症に対する薬物療
法は効果量が高いため多くの当事者が薬を飲んでい
ます。そこでさまざまな方面にお願いして薬物療法
を受けていない当事者を募集する過程で，研究は多
くの方々の協力で成立しているという当たり前のこ
とを再認識しました 8）。
　このように自分は PET研究を続けてきましたが，
浜松医科大学精神科では臨床を希望する医師が多い
ため自分より若い精神科医で PET研究に携わった
方はほとんどおらず，基本的に学会には一人で参加
して世界の流れを掴むことに必死でした。しかし
2016 年から山末英典先生が教授に就任され，精神
障害患者に対する PETを含めた多角的な脳画像研
究やオキシトシン製剤の医師主導治験などが行われ
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るようになってから，毎年のように精神科医が大学
院に進み，現在4名がPET研究にかかわっています。
振り返るに，研究する精神科医として自分が成立し
ているのは上述の多くの方々との出会いの結果と考
えています。自分も誰かに少しでもよい影響を与え
られたらと考えて，かかわらせていただいた大学院
生には少なくとも PET研究で困らないようにお手
伝いし，研究にかかわっていない精神科医や医学生
には研究における論理的思考が臨床で役立つことを
実践して示したり，基礎研究から臨床応用へ至る実
際を紹介することで，少しでも医学研究（可能なら
精神医学研究）に興味をもってもらえるような行動
を心がけています。最後に，自分は意識という切り
口で精神医学研究に至ったのですが，現時点で意識
を対象に研究できていません。2020 年の日本神経
科学大会でジュリオ・トノーニ氏の講演を拝聴しま
したが意識の統合情報理論について残念ながら理解
できませんでした。未だ脳組織が筋組織に置換され
たままのようなので，子どものころの志を胸に今後
も可能であれば研究にかかわっていきながら改めて
精進していきたいと考えています。今後とも多くの
先生方のご指導ご鞭撻の程を何卒宜しくお願い申し
上げます。
　開示すべき利益相反は存在しない。
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